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一 般 国 道 ４ ６ １ 号 改 築 工 事 （ 茨 城 県 久

慈 郡 大 子 町 大 字 上 金 沢 字 鎮 ヶ 内 地 内 か

ら 同 県 同 郡 同 町 大 字 上 金 沢 字 高 内 地 内

ま で ） 及 び こ れ に 伴 う 農 業 用 水 路 付 替

工 事 に 係 る 事 業 認 定 理 由 に つ い て

第 １ 起 業 者 の 名 称 茨 城 県

第 ２ 事 業 の 種 類 一 般 国 道 ４ ６ １ 号 改 築 工 事 （

茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 字 上 金 沢 字 鎮 ヶ 内 地 内

か ら 同 県 同 郡 同 町 大 字 上 金 沢 字 高 内 地 内 ま

で ） 及 び こ れ に 伴 う 農 業 用 水 路 付 替 工 事

第 ３ 起 業 地

１ 収 用 の 部 分 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 字 上 金

沢 字 鎮 ヶ 内 、 字 久 保 畠 、 字 天 神 平 、 字 志 成 及

び 字 高 内 地 内

２ 使 用 の 部 分 な し
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第 ４ 事 業 の 認 定 を し た 理 由

申 請 に 係 る 事 業 は 、 以 下 の と お り 、 法 第 2 0

条 各 号 の 要 件 を す べ て 充 足 す る と 判 断 さ れ る

た め 、 事 業 の 認 定 を し た も の で あ る 。

１ 法 第 2 0 条 第 １ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

申 請 に 係 る 事 業 は 、 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大

字 上 金 沢 字 鎮 ヶ 内 地 内 か ら 、 同 町 大 字 上 金 沢

字 高 内 地 内 ま で の 延 長 6 1 3 ｍ の 区 間 （ 以 下

「 本 件 区 間 」 と い う 。 ） を 全 体 計 画 区 間 と す

及 び こ れ に 伴 うる 「 一 般 国 道 4 6 1 号 改 築 事 業

（ 以 下 「 本 件 事 業 」 と農 業 用 水 路 付 替 工 事 」

い う 。 ） の う ち 、 既 に 現 道 拡 幅 と し て 改 築 工

事 が 完 成 し 供 用 が 開 始 さ れ て い る 部 分 と 、 既

に 用 地 取 得 済 み で あ る 部 分 と を 除 い た 、 上 記

の 起 業 地 に 係 る 部 分 で あ る 。

本 件 事 業 の う ち 、 一 般 国 道 4 6 1 号 改 築 工 事
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（ 以 下 「 本 体 工 事 」 と い う 。 ） は 、 道 路 法 （

昭 和 2 7 年 法 律 第 1 8 0 号 ） 第 ３ 条 第 ２ 号 の 一 般

国 道 に 関 す る 工 事 で あ り 、 法 第 ３ 条 第 １ 号 に

掲 げ る 道 路 法 に よ る 道 路 に 関 す る 事 業 に 該 当

す る 。

ま た 、 本 体 工 事 の 施 行 に 伴 い 遮 断 さ れ る 農

業 用 水 路 の 従 来 の 機 能 を 維 持 す る た め の 付 替

工 事 は 、 法 第 ３ 条 第 ５ 号 に 掲 げ る 地 方 公 共 団

体 が 設 置 す る 用 排 水 路 に 関 す る 事 業 に 該 当 す

る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 法 第 2 0 条 第 １ 号

の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

２ 法 第 2 0 条 第 ２ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

一 般 国 道 4 6 1 号 （ 以 下 「 本 路 線 」 と い

う 。 ） は 、 道 路 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 昭

和 3 9 年 法 律 第 1 6 3 号 。 以 下 「 改 正 法 」 と い
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う 。 ） に よ る 改 正 前 の 道 路 法 の 規 定 に よ る 一

級 国 道 で は な か っ た こ と か ら 、 本 件 事 業 は 、

改 正 法 附 則 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ く 一 般 国 道 の

改 築 工 事 で あ る と 認 め ら れ る 。 ま た 、 道 路 法

第 1 3 条 第 １ 項 は 、 国 道 の 維 持 、 修 繕 、 災 害 復

旧 そ の 他 の 管 理 に つ い て 「 政 令 で 指 定 す る 区

間 内 に つ い て は 国 土 交 通 大 臣 が 行 い 、 そ の 他

の 部 分 に つ い て は 都 道 府 県 が そ の 路 線 の 当 該

都 道 府 県 の 区 域 内 に 存 す る 部 分 に つ い て 行

う 」 と 規 定 す る と こ ろ 、 本 件 区 間 は 、 一 般 国

道 の 指 定 区 間 を 指 定 す る 政 令 （ 昭 和 3 3 年 政 令

第 1 6 4 号 ） に よ る 指 定 を 受 け た 一 般 国 道 で は

な い こ と 及 び 本 件 区 間 の 存 す る 区 域 が 茨 城 県

で あ る こ と か ら 、 茨 城 県 が 本 件 区 間 の 道 路 管

理 者 と な る の で 、 茨 城 県 は 本 件 事 業 を 施 行 す

る 権 能 を 有 す る と 認 め ら れ る 。
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し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 法 第 2 0 条 第 ２ 号

の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

３ 法 第 2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

( 1 ) 得 ら れ る 公 共 の 利 益

本 路 線 は 、 栃 木 県 今 市 市 を 起 点 と し 、 矢

板 市 、 大 田 原 市 、 那 須 郡 黒 羽 町 、 茨 城 県 久

慈 郡 大 子 町 及 び 里 美 町 を 経 由 し て 、 高 萩 市

を 終 点 と す る 延 長 1 3 4 . 3 k m の 幹 線 道 路 で あ

る 。 本 路 線 の う ち 、 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 は

茨 城 県 の 北 部 に 位 置 し 、 日 本 三 名 瀑 の 一 つ

で あ る 袋 田 の 滝 、 清 流 で 知 ら れ る 久 慈 川 、

県 内 随 一 の 奥 久 慈 温 泉 郷 、 そ し て 県 下 最 高

峰 の 霊 山 ・ 八 溝 山 等 を 有 す る 町 で 、 福 島 、

茨 城 、 栃 木 ３ 県 が 推 進 す る 「 2 1 世 紀 Ｆ Ｉ Ｔ

構 想 」 に よ り 観 光 ・ レ ク リ ェ ー シ ョ ン 機 能

の 整 備 に 伴 い 、 そ の 周 辺 は 観 光 施 設 等 も 多
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く 茨 城 県 の 観 光 名 所 の 一 つ と な っ て お り 、

多 く の 観 光 客 が 訪 れ て い る 。

本 件 区 間 に 対 応 す る 現 国 道 は 、 家 屋 連 担

地 域 を 通 過 す る に も 関 わ ら ず 、 曲 線 半 径 5 0

ｍ の カ ー ブ に よ る 線 形 不 良 箇 所 や 、 幅 員 が

わ ず か 3 . 1 ｍ の 狭 小 箇 所 が あ る た め 、 朝 夕

の 通 勤 通 学 時 間 帯 を 中 心 に 、 す れ 違 い の 不

便 に よ る 交 通 混 雑 が 発 生 し て い る 。 ま た 、

歩 道 が 未 整 備 で あ る た め 歩 行 者 等 の 安 全 な

通 行 が 著 し く 阻 害 さ れ て お り 、 特 に 大 子 町

立 依 上 小 学 校 児 童 の 登 下 校 時 の 安 全 が 脅 か

さ れ て い る 状 況 に あ る 。

平 成 1 1 年 度 の 全 国 道 路 交 通 情 勢 調 査 に よ

る と 、 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 字 下 金 沢 地 内

に お け る 通 常 の 休 日 交 通 量 は 3 , 2 6 5 台 ／ 1 2

時 間 で あ る が 、 行 楽 シ ー ズ ン に お い て は 、
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通 常 の 1 . 3 倍 に あ た る 4 , 1 1 1 台 ／ 1 2 時 間 の

交 通 量 が あ り 、 狭 小 幅 員 箇 所 で の 車 両 の す

れ 違 い 困 難 を 原 因 と す る 渋 滞 長 は 約 2 0 0 ｍ

に 達 し て い る こ と が 確 認 さ れ て い る 。

本 件 事 業 の 完 成 に よ り 、 本 路 線 は 歩 道 を

有 す る 良 好 な 線 形 の 幅 員 1 0 ｍ の ２ 車 線 道 路

の 整 備 が 図 ら れ る こ と と な り 、 本 路 線 の 交

通 混 雑 は 緩 和 さ れ 、 輸 送 力 の 増 強 、 所 要 時

間 の 短 縮 、 生 活 環 境 の 改 善 等 が 図 ら れ る こ

と に な る 。 ま た 、 歩 行 者 等 と 自 動 車 の 交 通

が 分 離 さ れ る こ と に よ り 、 歩 行 者 等 の 安 全

か つ 円 滑 な 交 通 に 寄 与 す る こ と に な る 。

な お 、 本 件 事 業 は 、 環 境 影 響 評 価 法 （ 平

成 ９ 年 法 律 第 8 1 号 ） 及 び 茨 城 県 環 境 影 響 評

価 条 例 （ 平 成 1 1 年 茨 城 県 条 例 第 ７ 号 ） に よ

り 、 環 境 影 響 評 価 が 義 務 付 け ら れ た 事 業 に
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該 当 し な い た め 、 環 境 影 響 評 価 は 実 施 さ れ

て い な い 。 起 業 者 で あ る 茨 城 県 は 、 本 件 区

間 及 び そ の 周 辺 の 生 活 環 境 に 配 慮 し 、 任 意

に 検 討 を 行 っ た 結 果 、 大 気 汚 染 、 振 動 及 び

騒 音 に つ い て は 環 境 基 準 を 満 た し て い る こ

と 等 か ら 、 生 活 環 境 等 に 及 ぼ す 影 響 は 軽 微

で あ る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら

れ る 公 共 の 利 益 は 、 相 当 程 度 存 す る も の と

認 め ら れ る 。

( 2 ) 失 わ れ る 利 益

起 業 者 が 希 少 な 動 植 物 の 存 在 に つ い て 確

認 し た と こ ろ 、 本 件 区 間 内 に は 絶 滅 危 惧 種

等 の 希 少 な 動 植 物 の 繁 殖 地 等 は 認 め ら れ て

い な い 。

な お 、 本 件 区 間 に お け る 文 化 財 保 護 法 （
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昭 和 2 5 年 法 律 第 2 1 4 号 ） に よ る 周 知 の 埋 蔵

文 化 財 包 蔵 地 は 確 認 さ れ て い な い 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り 失 わ

れ る 利 益 は 軽 微 で あ る と 認 め ら れ る 。

( 3 ) 事 業 計 画 の 合 理 性

本 件 事 業 の 事 業 計 画 は 、 本 路 線 の う ち 、

茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 字 上 金 沢 地 内 に お け

る 交 通 混 雑 の 緩 和 を 図 る と と も に 、 増 大 す

る 交 通 需 要 に 対 応 し 、 も っ て 地 域 経 済 の 発

展 に 寄 与 す る こ と を 主 な 目 的 と す る も の で 、

既 に 完 成 ２ 車 線 に て 供 用 を 開 始 し て い る 同

町 大 字 上 金 沢 字 大 縄 地 内 を 起 点 と し 、 同 じ

く 既 に 完 成 ２ 車 線 に て 供 用 を 開 始 し て い る

同 町 大 字 上 金 沢 字 高 内 前 地 内 を 終 点 と す る

延 長 6 1 3 ｍ の 区 間 に つ い て 、 道 路 構 造 令 （

昭 和 4 5 年 政 令 第 3 2 0 号 ） 第 ３ 種 第 ３ 級 の 規
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定 に 基 づ く ２ 車 線 の バ イ パ ス 道 路 建 設 及 び

一 部 現 道 拡 幅 を 行 う 事 業 で あ る が 、 代 替 案

の ル ー ト に つ い て は こ の 申 請 案 の ほ か 、

① 申 請 案 の 起 点 か ら 現 道 を 拡 幅 し 申 請 案 の

終 点 に 至 る 延 長 6 1 0 ｍ の ル ー ト （ 現 道 拡 幅

案 ）

② 申 請 案 の 起 点 か ら 申 請 案 の 終 点 ま で を 最

短 距 離 で 結 ぶ 延 長 5 8 0 ｍ の ル ー ト （ 最 短 ル

ー ト 案 ）

が 考 え ら れ る 。

① に つ い て は 、 必 要 な 用 地 面 積 が ３ 案 中

最 も 少 な い も の の 、 線 形 の 抜 本 的 改 良 が な

さ れ な い 。 ま た 、 宅 地 の 潰 地 面 積 や 支 障 と

な る 物 件 が ３ 案 中 最 も 多 く 、 地 域 住 民 に 与

え る 影 響 が 非 常 に 大 き い う え 、 家 屋 等 の 移

転 、 工 事 工 区 が 分 か れ る こ と 及 び 工 事 中 の
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交 通 規 制 等 に よ り 事 業 期 間 も 長 期 化 し 、 事

業 に 要 す る 費 用 が ３ 案 中 最 も 高 額 に な る な

ど 、 社 会 的 、 技 術 的 及 び 経 済 的 に 見 て 合 理

的 な 計 画 と は い え な い 。

② に つ い て は 、 線 形 は 最 も 良 好 で あ る が 、

宅 地 の 潰 地 面 積 や 支 障 と な る 物 件 が 二 番 目

に 多 く 、 工 場 等 の 大 規 模 な 建 築 物 も 移 転 対

象 と な る こ と か ら 地 域 住 民 に 与 え る 影 響 が

大 き い う え 、 家 屋 等 の 移 転 、 工 事 工 区 が 分

か れ る こ と 及 び 工 事 中 の 交 通 規 制 等 に よ り

事 業 期 間 も 長 期 化 し 、 事 業 に 要 す る 費 用 も

申 請 案 と 比 較 し 高 額 に な る な ど 、 社 会 的 、

技 術 的 及 び 経 済 的 に 見 て 合 理 的 な 計 画 と は

い え な い 。

一 方 、 申 請 案 は 、 必 要 な 用 地 面 積 が ３ 案

中 最 も 多 い も の の 、 支 障 と な る 物 件 は 最 も
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少 な く 、 地 域 住 民 に 与 え る 影 響 、 事 業 期 間 、

事 業 に 要 す る 費 用 等 、 社 会 的 、 技 術 的 及 び

経 済 的 な 面 を 総 合 的 に 勘 案 す る と 、 最 も 合

理 的 で あ る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 諸 事 情 を 総 合 的 に 比 較 検 討

し た 結 果 、 本 件 区 間 に お け る 改 築 ル ー ト は 、

申 請 書 案 が 最 も 適 切 で あ る と 認 め ら れ る 。

以 上 の こ と か ら 、 得 ら れ る 公 共 の 利 益 と 失

わ れ る 利 益 と を 比 較 衡 量 し た 結 果 、 得 ら れ る

公 共 の 利 益 が 失 わ れ る 利 益 に 優 越 す る と 認 め

ら れ る 。 し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 土 地 の 適

正 か つ 合 理 的 な 利 用 に 寄 与 す る も の と 認 め ら

れ る の で 、 法 第 2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 を 充 足 す る

と 判 断 さ れ る 。

４ 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

( 1 ) 事 業 を 早 期 に 施 行 す る 必 要 性
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本 件 事 業 は 、 ３ ( 1 ) で 述 べ た よ う に 、 線

形 不 良 箇 所 や 幅 員 狭 小 箇 所 が あ る た め 交 通

混 雑 が 発 生 し て お り 、 ま た 、 歩 道 が 未 整 備

で あ る た め 歩 行 者 等 の 安 全 な 通 行 が 著 し く

阻 害 さ れ て い る こ と か ら 、 で き る だ け 早 期

に 歩 行 者 等 の 安 全 な 通 行 及 び 車 両 の 安 全 か

つ 円 滑 な 交 通 の 確 保 を 図 る 必 要 が あ る と 認

め ら れ る 。

ま た 、 本 路 線 沿 線 周 辺 の 市 町 村 の 長 及 び

議 会 議 長 か ら な る 「 国 道 4 6 1 号 整 備 推 進 協

議 会 」 及 び 地 域 住 民 よ り 、 本 件 事 業 の 早 期

完 成 に 関 す る 強 い 要 望 が あ る 。

以 上 の こ と か ら 、 本 件 事 業 を 早 期 に 施 行

す る 必 要 性 は 高 い と 認 め ら れ る 。

( 2 ) 起 業 地 の 範 囲 及 び 収 用 又 は 使 用 の 別 の 合

理 性
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本 件 事 業 に 係 る 起 業 地 の 範 囲 は 、 本 件 事

業 の 事 業 計 画 に 必 要 な 範 囲 で あ る と 認 め ら

れ る 。

ま た 、 収 用 の 範 囲 は 、 す べ て 本 件 事 業 の

用 に 恒 久 的 に 供 さ れ る も の で あ る こ と か ら 、

収 用 又 は 使 用 の 範 囲 の 別 に つ い て も 合 理 的

で あ る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 土 地 を 収 用 す る

公 益 上 の 必 要 が あ る と 認 め ら れ る た め 、 法 第

2 0 条 第 ４ 項 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

５ 結 論

以 上 の と お り 、 本 件 事 業 は 、 法 第 2 0 条 各 号

の 要 件 を す べ て 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

第 ５ 法 第 ２ ６ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 図 面 の

供 覧 場 所 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 役 場


